
氏名 千原　美重子

学部担当科目

・臨床心理学応用実習Ⅰ（前期）
・臨床心理学応用実習Ⅱ（後期）
・発達臨床心理学（前期）
・コミュニティ心理学（後期）
・教育心理学、臨床心理学演習Ⅰ（前期）
・臨床心理学演習Ⅱ（後期）
・臨床心理学演習Ⅲ（前期）
・臨床心理学演習Ⅳ（後期）、心理アセスメント実習

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・臨床心理学演習Ⅰ（三）（通年）
・臨床心理学演習Ⅱ（三）（通年）
・臨床心理学基礎実習（通年）
・臨床心理学面接特論（前期）
・臨床心理学特論（後期）
・学校臨床心理学特論（後期）

授業科目

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本教育心理学会、日本発達心理学会、日本学生相談学
会、関西心理学会,日本人間性心理学会、日本認知療法学会

スクールカウンセラーの発達支援に関する実証的研究～スクールカウンセリングのスタンダード構
造と自己評価の試み～

地域支援活動や他機関との連携を行うことで、教育現場等の知識を得ることができ、学校臨床心
理学特論や発達臨床心理学、コミュニティ心理学等の講義で生かされてきている。ボランティア活
動の推進を図る地域連携教育研究センターの地域臨床研究会を開催し、学生や院生の地域支
援活動を教育に生かす方向で考えている。教育に関しては、毎回レジュメを作成し、ディスカッショ
ンなどを通して、双方向性のある授業になるよう心がけている。またゼミではシャトルカードを利用、
学生の学習の習熟度を考慮している。

奈良県情報公開審査委員、奈良県青少年問題協議会委員、滋賀県スクールカウンセラー・スー
パーバイザ―、滋賀県ＤＶ相談支援の手引き策定委員会委員長、滋賀県学校・家庭・地域の連携
による教育支援活動促進事業委員、滋賀教育の日2012講演「教育とは“個”の理解を深める営
み」、宮城県震災緊急支援スクールカウンセラー、栗東市障害程度区分認定審査会委員、高の原
カルチャーセンター「言葉の発達の重層性～1次的言葉と2次的言葉～」、

京都大学大学院教育学研究科博士課程単位取得満期退学

教育学修士

臨床心理学、特にスクールカウンセリングなどの学校臨床や、発達に伴う危機を通した行動発達
のプロセスを重視する発達臨床に関する研究

最終学歴

【研究上の特記事項】

奈良大学研究助成を受けることで、学校臨床や発達臨床の研究をする機会を得た。また、心理臨
床家は、研究のみならず、アセスメント、面接、地域臨床支援活動をすることが必要であり、幅広い
領域の専門家との連携を行うことで研究が進んできた。ドメスティックバイオレンスを現場で対応し
ている専門家や、スクールカウンセラー、特別教育支援教員、臨床発達心理士、ボランティア活動
に関わっている人など多方面の方々の協力を得ることで研究ができる分野である。今後とも学内外
の方との連携を強めていきたい。

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

【学内活動】
（学内職歴を含む）

奈良大学臨床心理クリニック所長、企画委員会委員、学科主任、学生相談員、人権問題委員会
委員、地域連携教育研究センター事業1責任者

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・人間論Ⅲ



単著

単著

単著

⑤

⑤

④

③スクールカウンセラーの発達
支援に関する実証的研究～ス
クールカウンセリングのスタン
ダード・プログラム作成の試み
～

②地域支援心理研究センター
公開シンポジウム（第7回）基調
講演「幼児期・児童期を対象と
した発達障害への支援」

①リストカットに関する発達臨床
的アプローチ～1次的ことばと2
次的ことばの重層性の視点から
～

②

③

④

69-76ページ　スクールカウンセラーの
スタンダード・プログラムに関する作成
の試みに関する研究を質問調査により
実施した。その結果、8つの因子を抽出
することができた。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

平成25年3月

平成25年3月

平成25年3月

1-５ページ、リストカットなどの自傷行為
の中核的病理は、対人関係のストレス
や傷つきから生じる感情を言語化でき
ないことといわれる。自傷行為は、言葉
の発達に関する1次的言葉の停滞性と
見ることができると仮説をたて、特定の
親しい人との関係性の中で私を語ると
いう1次的言葉の活性化を試みることの
可能性について論じたものである。

1－12ページ　幼児期・児童期の発達
障害のある子供を持つ子どもへの支援
の在り方について理解と、教師や保育
士、保護者へのコンサルテーションの基
本について論じた。

追手門大学地域支援
心理研究センター紀要
第9号

奈良大学臨床心理クリ
ニック紀要　５

奈良大学総合研究所
所報　2１



単著

単著

単著

単著

共著

共著

④

②リストカットを示す背景要因に
関する発達臨床的研究～こと
ばの発達の重層性の分析から
～

①スクールカウンセリングの構
造に関するスタンダード作成の
試み（Ⅲ）～因子分析による因
子得点のレーダーチャートのプ
ロフィール化

③学生への対人関係トレーニン
グが及ぼす心理的影響～特に
実施後の基本的信頼感の分析
から～

④

⑤

①発達障害を持つ子どもの保
護者支援の在り方～学校臨床
心理士の立場から～

③若年層向けＤＶ防止啓発ＤＶ
Ｄ指導のてびき　　二人がよりよ
い関係をつくるために～デート
ＤＶってなに？～

（その他）

②ＤＶＤ：ふたりがよりよい関係
を作るために～デートＤＶって
なに？～

現在の学生は対人関係への苦手意識
が高いことが指摘されている。8種類の
エクササイズを実施し、プログラムの実
施前後の基本的信頼感の変化を見たも
のである。

（学会発表）

平成24年11月

19-26ページ　奈良大学地域連携教育
研究事業1で行った公開シンポジウムで
話題提供を行った内容をまとめたもの
である。子育てには正解がないが、発
達的な課題を持つ場合の子育てには
多くの人の支援が必要である。その場
合、保護者のニーズにあった支援をす
ることが必要であり、保護者のニーズの
段階性について論じたものである。

若年層向けＤＶ防止啓発のためのＤＶ
Ｄである。昨年度、ＤＶ防止のマニュア
ルを作成したが、若年層への教育が必
要であるとの観点から中・高・大学生へ
の啓発のためのＤＶＤを作製したもので
ある。

⑤

多発しているＤＶについて命の危険と
関わる場合があり、早期からの教育が
必要である。教育現場でＤＶＤを使用し
て指導するときの手引書を作成したもの
である。

スクールカウンセリングの構造に関して
質問紙調査を実施し、因子分析による
因子を抽出する試みを行ったものであ
る。

1次的言葉と2次的言葉の重層性にお
いて、1次的言葉の重要性を指摘した。
乳幼児期にことばの獲得に必要であっ
た2者関係の重要性について発表した
ものである。

地域臨床実践研究

滋賀県健康福祉部子
ども・青少年局

滋賀県健康福祉部子
ども・青少年局

平成25年3月

平成25年3月

平成25年3月

日本心理臨床学会第
30回秋季大会

関西心理学会第124回
大会

日本教育心理学会第
54回総会

平成24年10月

平成24年9月


